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講演企画委員会からのお知らせrスペシャル・セッション」試行について

　気象学会大会のセッションは，ほぽr内容の分類」に

従って編成されています．この分類は一般的な分野別に

なっており，セッションの内容もだいたい毎回同じ構成

になっています．

　前回の講演企画委員会で，r討論を活発にするために

は，特定のテーマに関心のある人が呼びかけ人となり，

そのテーマの発表を募って1セヅションを開くこともあ

った方がよいのではないか」という意見が出されまし

た．議論の結果，このようなセヅションを「スペシォル

・セヅショソ」と名づけ，次の要領で試行することにな

りました．

1．通常の口頭セッションと同様，3会場の1つで開催

　　する（他の2会場では一般の口頭セッションが並行

　　して行われる）．

2．　1講演当たりの時間も通常の口頭セッションと同程

　　度とする．

3．発表申し込み方法も他のセッションと同様である

　　（「内容の分類」のところにセッション名が追加され

　　るので，スペシャル・セッションでの発表を希望す

　　る人はこのセッション名を指定して申し込む）．

4．　セッションのプログラム編成は，呼びかけ人がフ。ロ

　　グラム編成会議（原則として締め切り日の翌日）に

　　出席し講演企画委員会と協議して行う．それが困難

　　な場合は講演企画委員会が行う．

　今年度の秋季大会では「地表面・大気相互作用」のセ
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ッション（下記参照）が行われます．また来年以降継続

し七行うことが決まれば，その段階でテーマと呼びかけ

人を募集します．

　スペシャル・セッションr地表面・大気相互作用」

趣旨：気候の問題を考える上で，地表面状態と大気の状

態との間のフィードバックが重要である．その研究には

従来は別々の専門領域に属していた研究者の協力，意見

交換が必要である．そこで，次のような話題を集めて討

論を深めたい．

・地表面と大気の間のエネルギー・物質・運動量の交換

・地表面からの入力に対する大気の応答

・大気からの入力に対する地表面状態の応答

・（大気との相互作用に関連する）地表面状態の変動の

　実態およびそデル

　ここで言う地表面としては，裸地，植被面（森林，草

原，農地），海面・湖沼面，雪氷面などを含み，またこれ

らの表面が複雑に混在する場合の問題，複雑地形の問題

も含む．個々の研究は局地的なものでもかまわないが，

グ・一パルな気候の形成・変動を考えることへの発展性

のある話題提供を期待したい．

発表形態：口頭発表

．呼びかけ人：増田耕一（東大・理），桑形恒男（東北大・

　　　　　　理）
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